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2021 年 11 月期通期業績予想修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、最近の業績動向および 2021 年８月に実施した海外募集による新株発行に伴って発生

した一時費用を踏まえ、2021年１月14日に公表した2021年 11月期の業績予想を下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2021 年 11 月期通期連結業績予想数値の修正（2020 年 12 月１日～2021 年 11 月 30 日） 

 

 売上高 EBITDA 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円 

14,750 

～15,750 

百万円 

100 

～500 

百万円 

△1,196 

～△796 

百万円 

△1,261 

～△861 

百万円 

△1,308 

～△908 

円 銭 

△27.42 

～△19.04 

今回修正予想（B） 
14,750 

～15,750 

100 

～500 

△1,196 

～△796 

△1,575 

～△1,175 

△1,622 

～△1,222 

△32.80 

～△24.71 

増減額（B-A）  0  0 0 △314 △314 
△5.67 

～△5.38 

増減率（％） 0.0% 0.0% 0.0% － － － 

（参考）前期実績 
（2020 年 11 月期） 

11,318 △2,164 △2,804 △2,538 △2,423 △52.08 

当社は、2020 年 12 月１日付けで普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しておりま

す。そのため、１株当たり当期純利益は前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定して算定しております。 

 

 

２. 修正の理由 

 

第３四半期決算短信において開示している、2021 年８月に実施した海外募集による新株発行

に伴う株式交付費 314 百万円（営業外費用）に加えて、第４四半期において好調な『マネーフ

ォワード クラウド』への広告宣伝費等を期初の見通しに比して増額しております。 

第３四半期における株式交付費の計上及び第４四半期における広告宣伝費等の増額の結果、

経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失、１株当たり当期純損失について、業績予想の修

正を行っております。売上高についてはストック型の収益、フロー型の収益のいずれも期初の

見通しの範囲内で進捗しており、業績予想レンジ内に収まる見通しです。また、営業損失、
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EBITDA についても、売上高の順調な進捗により、第４四半期における広告宣伝費等の増額の影

響を踏まえても、業績予想のレンジ内に収まる見通しとなっております。 

 

※上記の予想数値は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以上 


